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破
来
頓
等
絵
巻
に
つ
い
て
は
、
国
の
重
要
文
化
財
で
あ
り
一
四
世
紀
前
半
に
制
作
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
徳
川
美
術
館
本1
（
以
下
本
稿

で
は
徳
川
本
と
略
す
）
の
ほ
か
、
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
狩
野
晴
川
院
養
信
の
奥
書
を
も
つ
、
養
信
の
門
人
寿
斎
、
勝
渓
に
よ

る
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
四
月
の
模
写
本2
（
同
、
東
博
Ａ
本
）、
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
旧
帝
国
図
書
館
蔵
本
の
江
戸
期
の
模

本
（
同
、
国
会
図
書
館
本
）、
そ
し
て
近
代
に
入
っ
て
帝
室
博
物
館
の
模
写
事
業
で
前
田
氏
実3
に
よ
り
写
さ
れ
た
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵

の
、
徳
川
本
の
忠
実
な
現
状
模
写
本4
（
同
、
東
博
Ｂ
本
）
が
知
ら
れ
て
い
る
。
各
本
す
べ
て
一
巻
で
、
詞
は
四
段
、
絵
は
三
段
か
ら
成
る
。

な
お
、
箱
書
き
や
題
箋
に
よ
る
こ
れ
ら
の
名
称
は
「
破
来
頓
々
物
語
」「
破
来
頓
等
絵
詞
」「
不
留
房
絵
詞
」
と
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
本

稿
で
は
総
称
と
し
て
「
破
来
頓
等
絵
巻
」
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
「
本
絵
巻
」
と
称
す
る
時
は
、
こ
の
「
破
来
頓
等
絵
巻
」
の

総
称
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

　

先
行
研
究
で
は
、
詞
書
に
つ
い
て
は
、『
一
遍
上
人
語
録
』
や
一
遍
の
法
語
を
ま
と
め
た
『
播
州
法
語
集
』、
時
宗
二
祖
他
阿
真
教
の
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『
他
阿
上
人
法
語
』、
あ
る
い
は
「
一
遍
聖
絵
」
や
「
遊
行
上
人
縁
起
絵
」
に
多
く
の
出
典
が
確
認
さ
れ
、
時
宗
の
教
義
が
説
か
れ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る5
。
し
か
し
、
絵
巻
全
体
と
し
て
い
ま
だ
不
分
明
な
点
も
多
い
。
絵
よ
り
詞
の
方
が
一
段
多
い
が
、
各

段
の
詞
と
絵
の
関
係
性
や
、
各
段
の
内
容
の
有
機
的
つ
な
が
り
も
検
討
を
要
し
、
制
作
企
画
者
や
目
的
な
ど
も
十
分
に
議
論
さ
れ
て
き

た
と
は
言
い
が
た
い
。

　

さ
て
、
筆
者
が
奉
職
す
る
大
谷
大
学
の
博
物
館
に
も
、
一
八
世
紀
（
江
戸
時
代
中
〜
後
期
）
の
も
の
と
み
ら
れ
る
こ
の
絵
巻
の
模
本

（
同
、
大
谷
本
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
大
谷
本
の
紹
介
を
か
ね
て
、「
破
来
頓
等
絵
巻
」
の
伝
本
関
係
を
整
理
し
、
徳
川
本

制
作
の
周
辺
に
つ
い
て
も
、
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
み
た
い
。

第
一
章　

伝
本
関
係
の
整
理

第
一
節　

大
谷
本
に
つ
い
て

　

大
谷
本
は
、
本
学
に
博
物
館
が
い
ま
だ
な
か
っ
た
昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
）
度
に
、
京
都
の
美
術
商
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

長
く
図
書
館
に
蔵
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
後
平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
）
に
博
物
館
が
開
館
し
移
管
さ
れ
て
い
る
。
な
お
本
学
購
入
以

前
の
伝
来
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
ま
ず
は
大
谷
本
に
つ
い
て
、
徳
川
本
と
比
較
し
な
が
ら
、
そ
の
概
要
を
見
て
ゆ
き
た
い
。

　

大
谷
本
は
巻
子
装
一
巻
、
紙
本
著
色
、
着
衣
や
水
の
流
れ
な
ど
、
と
く
に
濃
彩
の
部
分
も
あ
る
。
表
紙
は
金
襴
地
で
あ
り
、
縹
色
の

糸
に
、
金
糸
で
雲
渦
に
鳥
の
文
様
を
織
り
込
む
。
紙
本
地
の
題
箋
（
図
１
）
に
は
切
箔
が
使
用
さ
れ
、
ま
た
金
泥
で
打
雲
の
よ
う
な
文

様
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
今
と
な
っ
て
は
判
然
と
し
な
い
。「
破
来
頓
〻
物
語
」
と
墨
書
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
徳
川
本

の
題
箋
（
図
２
）
と
同
じ
文
言
で
、
書
体
も
徳
川
本
を
真
似
た
か
の
よ
う
に
近
し
い
も
の
で
あ
る
。
な
お
徳
川
本
の
題
箋
は
、
本
文
と

は
異
な
る
手
跡
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る6
。
大
谷
本
は
、
見
返
し
は
紙
本
で
切
箔
散
し
。
本
紙
は
、
紙
継
の
状
態
や
法
量
は
文
末
の
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し
て
訂
正
し
て
い
る
（
詞
書
対
照
表
□
の
個
所
）
の
を
、
大
谷
本
も
そ
の
ま
ま
に
写
す
。
徳
川
本
が
そ
の
行
に
収
ま
り
き
ら
な
か
っ
た
最

後
の
一
文
字
を
小
さ
く
左
右
横
に
書
き
足
す
の
も
、
大
谷
本
は
同
様
に
写
し
て
い
る
。
徳
川
本
の
第
四
段
三
行
〜
四
行
目
で
は
、「
名

号
能
乃
」
と
あ
っ
て
、
衍
字
と
な
っ
た
「
能
」
の
字
を
消
し
て
い
る
が
、「
能
」
の
文
字
中
の
二
か
所
に
「
〻
」
を
ほ
ど
こ
す
特
異
な
消

し
方
（
37
頁
の
拡
大
図
参
照
）
も
そ
の
と
お
り
写
し
て
い
る
。

　

徳
川
本
に
お
い
て
は
、
汚
れ
や
痛
み
が
多
く
、
詞
は
校
合
し
た
結
果
か
、
訂
正
や
文
字
の
挿
入
な
ど
の
後
筆
も
多
い
。
こ
れ
も
一
人

の
手
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
何
人
か
に
よ
っ
て
書
き
加
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
絵
巻
が
布
教
や
教
説
理
解
の
た
め
に
使
用
さ

れ
続
け
た
形
跡
を
強
く
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
巻
頭
は
、
天
地
の
地
の
部
分
の
傷
み
が
ひ
ど
く
、
詞
の
各
行
の
末
尾
が
痛
ん
で
破

損
し
、
行
の
最
後
の
文
字
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
大
谷
本
は
、
徳
川
本
の
傷
み
で
欠
落
し
た
文
字
は
落
と
し
た
ま
ま

に
筆
写
し
て
い
る
（
詞
書
対
照
表
参
照
）。
こ
の
よ
う
に
、
大
谷
本
は
徳
川
本
の
詞
書
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
写
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は

書
体
書
風
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

　

つ
ぎ
に
詞
と
絵
の
関
係
か
ら
見
て
行
く
と
、
大
谷
本
が
徳
川
本
と
異
な
る
特
徴
と
し
て
は
、
ま
ず
徳
川
本
の
一
段
目
の
絵
と
、
二
段

目
の
絵
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
大
谷
本
は
一
段
の
詞
の
後
に
徳
川
本
の
二
段
の
絵
、
二
段
の
詞
の
後

に
徳
川
本
の
一
段
の
絵
と
い
う
順
に
な
っ
て
い
る
。
先
行
研
究
を
見
る
と
、
早
く
に
徳
川
本
を
紹
介
し
た
「
破
来
頓
等
画
巻
」（『
國
華
』

二
九
一
、
一
九
一
四
年
）
に
お
い
て
、
大
谷
本
と
同
様
の
順
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
山
本
泰
一
「『
破
来
頓
等
絵
巻
』
に
つ

い
て—

時
宗
の
教
義
の
絵
画
化—

」
は
、「
絵
の
第
一
段
と
第
二
段
の
順
序
を
取
り
違
え
、
二
段—

一
段—

三
段
の
順
に
説
明
し
て
い

る
」
と
指
摘
す
る
。
山
本
氏
の
言
う
よ
う
に
単
に
順
番
を
取
り
違
え
た
の
か
、
そ
れ
と
も
徳
川
本
は
一
九
一
四
年
当
時
、
大
谷
本
と
同

じ
順
序
で
貼
り
継
が
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
徳
川
本
の
修
理
は
昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
）
十
月
三
日
か
ら
同
五
九
年
六
月
一
一
日

に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
の
修
理
状
況
に
つ
い
て
は
詳
し
い
記
録
は
残
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
山
本
氏
は
館
蔵
の
元
文
五
年
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（
一
七
四
〇
）
頃
か
ら
明
治
初
年
ま
で
の
台
帳
で
あ
っ
た
「
道
具
帳
」
を
も
と
に
、

藩
政
時
代
に
は
、
世
尊
寺
経
尹
筆
と
伝
え
ら
れ
る
「
筆
注
自
在
抄
」
と
共
に
一
緒
に
収
め
ら
れ
て
い
た
が
、
明
治
の
末
か
大
正
頃

に
箱
が
新
調
さ
れ
、
別
々
に
収
納
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
、
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る7
。

　

山
本
氏
も
中
村
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に8
、
本
絵
巻
は
各
段
の
絵
の
内
容
ご
と
に
述
べ
ら
れ
た
詞
が
、
そ
れ
ぞ
れ
絵
の
前
に
配
置
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
い
。
徳
川
本
の
第
一
段
の
絵
に
つ
い
て
は
、
法
体
の
男
性
が
立
派
な
調
度
の
あ
る
家
屋
敷
か
ら
肩
も
あ
ら
わ
に
踊
り
出

る
様
子
が
描
か
れ
、
屋
内
の
妻
ら
し
き
女
性
や
家
人
、
幼
子
と
犬
が
悲
し
げ
に
彼
を
見
送
る
。
詞
一
段
目
の
「
女
子
ど
も
や　

宝
は　

我
を
つ
な
ぐ
ぞ
と
、
思
い
知
り
な
ば
、
何
に
と
ま
ら
ん
」
に
合
致
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
法
体
の
男
性
は
「
不
留
房
」
と
み
ら
れ
、
不

留
房
の
名
が
詞
書
に
初
出
す
る
の
は
、
第
二
段
の
冒
頭
に
お
い
て
で
あ
る
。
さ
ら
に
第
二
段
の
詞
中
に
は
、「（
不
留
房
は
）
よ
ろ
ず
の

物
に
留
ま
ら
ざ
れ
ば
、
仏
の
国
に
入
り
侍
り
ぬ
」
と
あ
っ
て
、
ま
さ
に
第
一
段
の
絵
に
対
応
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る9
。
徳
川
本
第
二
段

目
の
絵
は
、
固
く
閉
ざ
さ
れ
た
立
派
な
門
の
あ
る
邸
宅
内
で
「
名
聞
家
」
と
さ
れ
る
男
性
が
、「
性
心
子
」
と
注
記
さ
れ
た
鬼
に
首
と
両

足
を
繫
が
れ
締
め
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
傍
ら
の
「
愛
者
妻
」
と
注
記
さ
れ
る
鬼
は
「
名
聞
家
」
の
腕
を
つ
か
み
上
げ
、
名
聞
家
は
財
宝

を
胸
に
苦
し
み
に
顔
を
ゆ
が
め
る
。
一
段
の
詞
「
就
中
、
わ
れ
ら
を
と
ど
む
る
者
は
名
聞
の
関
の
戸
か
た
く
閉
じ
、
利
養
の
く
る
る
木

を
さ
し
た
れ
ば
、
有
体
の
家
に
と
ど
ま
る
を
や
」
や
、「
夢
な
れ
ば
妻
に
も
と
ど
ま
ら
じ
、
首
か
し
（
首
枷
か
）
な
れ
ば
子
に
も
と
ど
ま

ら
じ
、
足
罠
な
れ
ば
材
も
家
も
何
も
か
も
、
我
な
と
ど
め
そ
破
来
頓
等
」
が
内
容
と
し
て
合
致
し
、
先
述
の
「
女
子
ど
も
や　

宝
は　

我
を
つ
な
ぐ
ぞ
と
、
思
い
知
り
な
ば
、
何
に
と
ま
ら
ん
」
も
二
段
の
絵
の
内
容
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
矛
盾
は
な
い
。
逆
に
第
二
段
の

詞
「
妻
子
諸
財
宝
身
に
縛
成
て
、
生
死
に
留
ま
り
た
る
躰
を
み
よ
」
も
、
徳
川
本
第
一
段
の
絵
に
も
第
二
段
の
絵
に
も
通
じ
る
と
い
え

よ
う
。
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阿
弥
陀
仏
に
は
か
す
か
に
箔
足
ら
し
き
も
の
が
見
え
、
金
箔
を
使
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
大
谷
本
は
金
泥
に
よ
る
。
そ
し
て
な

ぜ
か
、
両
者
の
間
に
記
さ
れ
て
い
た
名
号
が
徳
川
本
で
は
消
さ
れ
た
痕
跡
が
あ
り
、
大
谷
本
も
薄
墨
で
、
そ
の
消
し
去
っ
た
痕
跡
の
残

る
名
号
を
写
し
て
い
る
。
徳
川
本
で
は
続
く
極
楽
浄
土
の
場
面
の
、
宝
樹
の
下
に
名
号
が
記
さ
れ
る
が
、
大
谷
本
は
こ
れ
を
写
さ
な
い
。

よ
く
見
る
と
徳
川
本
も
い
っ
た
ん
は
消
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
（
図
３
）。
さ
ら
に
九
つ
の
蓮
華
の
上
や
飛
天
、
楽
器
、
鳥
の
そ
れ
ぞ
れ
に

も
、
法
体
人
物
と
阿
弥
陀
仏
の
間
と
同
様
に
名
号
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
故
意
に
抹
消
さ
れ
て
お
り10
、
大
谷
本
は
こ
れ
ら
の
名
号
は
写

さ
な
い
。

　

詞
に
お
い
て
も
絵
に
お
い
て
も
、
徳
川
本
の
虫
損
跡
の
カ
ス
レ
や
、
汚
れ
、
滲
み
な
ど
ま
で
は
写
し
取
っ
て
お
ら
ず
、
逆
に
徳
川
本

の
欠
損
部
分
を
補
っ
て
描
い
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
絵
に
つ
い
て
大
谷
本
は
徳
川
本
の
現
状
模
写
で
は
な
く
、
復
元
模
写

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
大
谷
本
は
破
来
頓
等
絵
巻
の
転
写
の
系
統
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
徳
川
本
と
系
を
一
に
す
る
も
の
と
認

め
ら
れ
る
。
徳
川
本
を
直
接
に
模
写
し
た
可
能
性
も
高
い
と
思
わ
れ
る
。

第
二
節　

東
博
Ａ
本
、
国
会
図
書
館
本

　

つ
ぎ
に
、
徳
川
本
の
現
状
模
写
で
あ
る
東
博
Ｂ
本
は
さ
て
お
き
、
東
博
Ａ
本
、
お
よ
び
国
会
図
書
館
本
を
徳
川
本
、
大
谷
本
と
比
較

し
、
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　

東
博
Ａ
本
は
詞
書
の
料
紙
の
最
後
に
「
右
祐
清
所
持
之
繪
本
を
以
て
模
写
せ
し
む
」
天
保
七
年
丙
申
四
月　

會
心
斎
」
の
墨
書
銘
が

あ
る
。
ま
た
、
第
一
段
の
絵
の
前
に
「
寿
斎
写
」、
第
二
段
の
絵
の
末
尾
に
「
寿
斎
写
之
」、
第
三
段
の
絵
の
末
尾
に
は
「
勝
渓
摹
」
と

記
さ
れ
る
。
松
原
茂
「
狩
野
晴
川
院
と
絵
巻
」
に
よ
る
と
、
先
述
し
た
よ
う
に
狩
野
晴
川
院
養
信
の
門
人
寿
斎
、
勝
渓
に
よ
る
天
保
七

年
（
一
八
三
六
）
四
月
の
模
写
本
で
、
門
人
だ
け
で
模
写
し
た
も
の
だ
が
、「
會
心
斎
」、
つ
ま
り
養
信
の
署
名
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
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『
右
筆
条
々
』、
一
六
代
行
高
の
『
世
尊
寺
侍
従
行
季
二
十
ヶ
条
追
加
』、
行
房
、
行
尹
兄
弟
か
ら
伝
授
さ
れ
た
内
容
を
記
録
し
た
尊
円
法

親
王
の
『
入
木
口
伝
抄
』
に
は
、「
絵
詞
事
」
の
項
目
が
あ
り
、
世
尊
寺
家
の
人
々
は
、
絵
巻
の
詞
書
の
書
写
は
能
書
の
職
能
に
準
じ
る

も
の
と
し
て
、
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
と
い
う
。
彼
ら
は
多
く
の
絵
詞
を
手
掛
け
た
が
、
自
然
な
筆
勢
に
よ
ら
な
い
、
意
図

し
た
よ
う
な
「
太
線
に
よ
る
連
綿
」
を
そ
の
書
法
の
特
徴
と
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
と
く
に
連
綿
の
下
に
、
変
体
仮
名
「
利（
り
）」

や

平
仮
名
「
ひ
」「
ふ
」「
む
」「
れ
」
を
配
す
る
場
合
に
比
較
的
多
く
使
わ
れ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
本
絵
巻
の
徳
川
本
と
こ
れ
を
踏
襲

す
る
大
谷
本
に
は
、
ま
さ
に
こ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
と
く
に
変
体
仮
名
「
利（
り
）」
は
頻
出
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
ほ
ど
多
用
さ
れ
、

「
太
線
に
よ
る
連
綿
」
を
と
も
な
っ
て
い
る
。
徳
川
本
の
詞
書
が
一
四
世
紀
前
半
の
世
尊
寺
流
の
手
に
な
る
こ
と
は
、
も
は
や
動
か
な

い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

行
尹
嫡
男
の
世
尊
寺
家
第
一
三
代
行
忠
（
一
三
一
二
〜
八
一
・
実
は
そ
の
兄
・
有
能
の
子
）
は
、「
後
三
年
合
戦
絵
巻
」（
貞
和
三
・
一
三

四
七
年
制
作
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
下
巻
の
詞
書
の
筆
者
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
延
文
四
年
（
一
三
五
九
）
に
は
後
光
厳
天
皇

（
一
三
三
八
〜
七
四
）
の
勅
命
で
、
二
代
将
軍
足
利
義
詮
（
一
三
三
〇
〜
六
七
）
の
た
め
に
「
錦
の
御
旗
」
に
揮
毫
し
た
と
い
う19
。
足
利
家

歴
代
将
軍
に
よ
る
絵
巻
物
制
作
お
よ
び
蒐
集
は
、
近
年
と
み
に
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が20
、
す
で
に
一
四
世
紀
の
半
ば
に
、
世
尊

寺
家
が
足
利
将
軍
の
「
御
用
」
を
務
め
て
い
た
こ
と
に
も
、
留
意
し
て
お
き
た
い
。

　

い
っ
ぽ
う
の
徳
川
本
の
絵
に
つ
い
て
は
、『
倭
錦
』
や
『
本
朝
画
図
品
目
』
追
加
ほ
か
で
、
飛
驒
守
惟
久
筆
と
伝
え
ら
れ
、
註
７
の

「
記
録
帳
」
や
各
箱
書
も
こ
れ
に
従
う
。
惟
久
そ
の
人
の
作
で
は
な
い
と
し
て
も
、
惟
久
筆
と
さ
れ
る
前
述
の
「
後
三
年
合
戦
絵
巻
」
や
、

「
長
谷
雄
草
紙
」
な
ど
と
の
近
似
性
、
す
な
わ
ち
、
繊
細
柔
軟
で
肥
瘦
の
な
い
描
線
に
よ
る
似
絵
風
の
人
物
表
現
、
画
面
の
静
止
性
な
ど

が
指
摘
さ
れ
、
一
四
世
紀
前
半
の
制
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る21
。
ま
た
、
宮
次
男
氏
は
、
惟
久
筆
の
伝
承
が
あ
る
絵
巻
は
、
比
叡
山
と
何

ら
か
の
関
係
が
あ
る
内
容
を
も
っ
て
い
る
と
着
目
す
る
。
比
叡
山
に
成
立
し
て
い
た
唱
導
文
芸
と
合
戦
絵
の
深
い
つ
な
が
り
を
宮
氏
は
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念
頭
に
置
い
て
い
る
が
、
こ
の
絵
巻
に
お
い
て
も
戦
乱
の
世
の
人
々
を
救
い
へ
と
導
く
た
め
に
厭
離
穢
土
・
欣
求
浄
土
が
説
か
れ
、
合

戦
の
場
に
も
臨
場
し
た
時
衆
僧
と
の
関
わ
り
も
想
定
さ
れ
る
。
惟
久
筆
は
示
唆
に
富
む
伝
称
と
注
目
さ
れ
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

後
述
し
た
い
と
思
う
。

　

詞
書
の
文
章
は
、
呼
び
か
け
的
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
絵
解
き
に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
に
も
触
れ
ら
れ
る22
。
と

く
に
「
夢
な
れ
ば
・
・
・
と
ど
ま
ら
じ
」、
つ
い
で
語
尾
に
「
破
来
頓
等
」
が
繰
り
返
さ
れ
る
な
ど
、
こ
の
傾
向
は
第
一
段
で
こ
と
さ
ら

顕
著
で
あ
る
。
徳
川
本
は
、
巻
頭
の
傷
み
が
と
く
に
目
立
つ
こ
と
、
詞
に
は
校
合
し
た
結
果
か
、
訂
正
や
文
字
の
挿
入
な
ど
の
後
筆
も

多
い
こ
と
を
先
述
し
た
。
布
教
や
教
説
理
解
の
た
め
に
使
用
さ
れ
続
け
た
こ
と
は
認
め
う
る
と
思
う
が
、
い
わ
ゆ
る
「
絵
解
き
」
に
使

用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
筆
者
は
否
定
的
に
感
じ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
後
に
触
れ
た
い
と
思
う
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
人
々
へ
の
布
教
や
教
説
理
解
の
た
め
に
、
こ
の
絵
巻
は
制
作
さ
れ
、
披
見
さ
れ
て
き

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
制
作
の
主
体
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
か
。
先
行
研
究
に
お
い
て
、
以
上
の
よ
う
に
解
明

さ
れ
て
き
た
本
絵
巻
で
あ
る
が
、
そ
の
制
作
者
や
受
容
層
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
次
節
で
は
、
主

に
詞
書
の
内
容
を
吟
味
し
つ
つ
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

第
二
節　

時
衆
の
教
義
と
絵
詞
の
相
違
点

　

本
絵
巻
に
つ
い
て
、
は
じ
め
に
、
で
述
べ
た
と
お
り
、
山
本
氏
に
よ
っ
て
委
細
に
詞
書
の
典
拠
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
つ
ま
り
本
絵

巻
の
詞
書
は
、
回
国
遊
行
に
宗
教
活
動
の
原
点
を
見
出
し
、「
捨
聖
」
に
徹
し
て
、
妻
子
・
所
領
を
捨
て
て
教
え
を
説
い
て
各
地
を
巡
っ

た
一
遍
に
よ
る
、
時
衆
の
教
義
を
説
い
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
詞
書
第
三
段
末
尾
の
左
記
（
詞
書
対
照
表
に
★
を
付
し
た
）
に
つ
い
て
は
、
注
意
を
要
す
る
と
考
え
る
。
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（　

前　
　

略　

）
形
ハ
娑
婆
尓
止
ゝ
ま
る
ニ
、

尓
多
利
と
い
へ
と
も
、
本
願
を
う
ち
多
の
ミ
堂
て

ま
つ
利
て
、
名
号
越
唱
は
、
娑
婆
越
い
て
堂
る
人
、

姿
は
凡
夫
に
し
て
、
妻
子
越
帯
多
利
止
も
、
名
号
越

唱
ハ
佛
也
、
こ
の
本
可
尓
佛
あ
る
こ
と
奈
し
、

　

意
訳姿

形
を
変
え
ず
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
に
俗
世
に
と
ど
ま
る
の
と

同
様
の
状
況
で
あ
っ
て
も
、
弥
陀
の
本
願
を
頼
り
と
し
、

名
号
を
唱
え
れ
ば
、
俗
世
を
出
離
し
た
の
に
等
し
い
。

姿
は
凡
夫
の
ま
ま
で
、
妻
子
を
帯
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
も
、
名
号
を

唱
え
れ
ば
仏
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
仏
で
あ
る
こ
と
は
な
い
。

　

つ
ま
り
、
家
族
と
離
別
し
て
僧
体
と
な
ら
な
く
と
も
、
元
の
暮
ら
し
の
ま
ま
で
、
名
号
さ
え
唱
え
れ
ば
、
仏
と
な
れ
る
と
本
絵
巻
の

詞
書
は
説
い
て
い
る
。

　

い
っ
ぽ
う
、『
一
遍
上
人
語
録
』
巻
下
四
四
は
よ
く
知
ら
れ
る
一
節
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

念
仏
の
機
に
三
品
あ
り
。
上
根
は
、
妻
子
を
帯
し
家
に
在
り
な
が
ら
、
著
せ
ず
し
て
往
生
す
。
中
根
は
、
妻
子
を
す
つ
る
と
い
へ

ど
も
、
住
処
と
衣
食
と
を
帯
し
て
、
著
せ
ず
し
て
往
生
す
。
下
根
は
、
万
事
を
捨
離
し
て
、
往
生
す
。
我
等
は
下
根
の
も
の
な
れ
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ば
、
一
切
を
捨
ず
は
、
定
め
て
臨
終
に
諸
事
に
著
し
て
往
生
を
し
損
ず
べ
き
な
り
と
思
ふ
故
に
、
か
く
の
ご
と
く
行
ず
る
な
り
。

よ
く
〳
〵
心
に
思
量
す
べ
し
。（
下　

略23
）

　

こ
の
記
述
に
従
う
と
、
前
記
の
絵
詞
に
い
う
内
容
は
、
最
も
優
れ
た
人
間
の
み
に
往
生
可
能
と
な
る
「
上
根
」
を
示
す
。
し
か
し
一

遍
は
、
我
等
は
能
力
の
な
い
「
下
根
」
で
あ
っ
て
、
一
切
を
捨
て
な
け
れ
ば
、
き
っ
と
臨
終
の
と
き
に
諸
々
に
執
着
し
て
往
生
を
仕
損

じ
る
と
思
う
の
で
、
こ
の
よ
う
に
一
切
を
捨
て
て
行
に
励
む
べ
き
で
あ
る
と
、
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
っ
た
い
な
ぜ
、
本
絵
巻
絵

詞
は
宗
祖
に
よ
る
『
一
遍
上
人
語
録
』
の
記
述
に
背
き
、「
上
根
」
を
も
っ
て
よ
し
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
絵
巻
が
時
衆
教
団
内

部
に
よ
る
制
作
で
は
な
い
こ
と
の
証
左
と
な
る
と
考
え
る
。

　

本
絵
巻
の
絵
に
は
、
具
体
的
に
こ
の
内
容
を
可
視
化
し
て
い
る
と
と
ら
え
ら
れ
る
部
分
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
徳
川
本
第
一

段
、
大
谷
本
第
二
段
の
、
不
留
房
と
み
ら
れ
る
僧
が
家
や
妻
子
を
打
ち
捨
て
戸
外
に
踊
り
出
る
様
子
は
、
発
心
と
い
う
よ
り
、
表
情
は

恍
惚
と
し
て
い
て
、
足
元
に
は
破
却
し
て
打
ち
捨
て
ら
れ
た
腰
刀
や
蝙
蝠
扇
が
散
乱
し
、
惑
乱
の
状
況
を
呈
し
て
い
る
（
31
頁
図
９
）。

詞
書
に
は
表
れ
な
い
不
留
房
出
家
の
背
景
譚
を
中
村
ひ
の
氏
も
想
定
し
て
い
る
が24
、
こ
こ
に
は
、
絵
詞
が
認
め
記
す
と
こ
ろ
の
「
上

根
」
と
も
相
ま
っ
て
、
む
し
ろ
家
や
妻
子
眷
属
を
捨
て
て
出
家
す
る
こ
と
が
社
会
的
に
許
さ
れ
な
い
、
貴
族
や
武
家
の
想
い
が
投
影
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
不
留
房
の
よ
う
に
穢
土
を
捨
て
一
心
不
乱
に
仏
と
な
る
こ
と
は
か
な
わ
な
い
、「
上
根
」
を
と
る

こ
と
し
か
な
い
高
位
上
層
の
信
仰
者
、
時
衆
の
徒
の
想
い
で
あ
る
。
本
絵
巻
は
こ
の
よ
う
な
人
々
を
対
象
に
、
布
教
や
教
説
理
解
を
は

か
る
た
め
に
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
考
え
る
。
徳
川
本
も
か
つ
て
は
現
在
か
ら
推
測
さ
れ
る
以
上
に
濃
彩
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
、

質
の
高
い
顔
料
や
阿
弥
陀
如
来
に
は
金
箔
の
使
用
を
認
め
る
。
そ
し
て
詞
書
は
、
天
皇
や
将
軍
を
は
じ
め
貴
顕
に
重
用
さ
れ
た
世
尊
寺

流
の
書
き
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
絵
解
き
に
も
様
々
な
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
広
く
布
教
の
た
め
の
絵
解
き
に
使
わ
れ
る
も

の
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
上
質
の
つ
く
り
に
は
違
和
感
が
あ
る
。
で
は
、
制
作
主
体
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
の
か
。
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『
一
遍
上
人
語
録
』
か
ら
は
、
亀
山
天
皇
中
宮
従
三
位
嬉
子
や
、
土
御
門
入
道
前
内
大
臣
源
通
成
、
あ
る
い
は
山
門
横
川
の
真
縁
上
人
、

興
願
僧
都
、
鎌
倉
詫
麻
の
公
朝
僧
正
な
ど
、
多
く
の
上
層
貴
族
や
僧
と
一
遍
が
書
簡
を
取
り
交
わ
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
ま
た
、
津

田
徹
英
氏
は
、
金
蓮
寺
本
「
遊
行
上
人
縁
起
絵
」
詞
書
や
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
の
「
一
遍
上
人
像
」
に
着
賛
し
た
可
能
性
が

高
い
久
我
長
通
（
一
二
八
〇
〜
一
三
五
三
）・
通
相
（
一
三
二
六
〜
七
一
）
父
子
が
、
時
衆
の
外
護
者
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る25
。

同
様
に
、
青
蓮
院
流
の
書
の
祖
で
、
世
尊
寺
家
の
行
房
、
行
尹
兄
弟
か
ら
書
法
を
伝
授
さ
れ
た
尊
円
法
親
王
も
金
蓮
寺
本
「
遊
行
上
人

縁
起
絵
」
詞
書
の
筆
者
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
同
本
の
巻
十
の
上
下
巻
を
は
じ
め
、「
遊
行
上
人
縁
起
絵
」
伝
世
諸
本
に
は
、
世
尊
寺
流
の

能
筆
家
の
手
に
な
る
可
能
性
が
高
い
も
の
が
み
ら
れ
る
と
い
う26
。
そ
も
そ
も
『
一
遍
聖
絵
』（
国
宝
、
清
浄
光
寺
蔵
）
の
外
題
は
世
尊
寺

経
尹
（
一
二
四
七
〜
一
三
一
一
以
降
）
が
筆
を
染
め
、
同
絵
巻
の
制
作
に
貴
顕
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
早
く
か
ら
言
及
さ
れ
て
き
た
。

本
絵
巻
の
制
作
に
も
、
彼
ら
時
衆
の
外
護
者
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
本
絵
巻
徳
川
本
の
絵
に
は
、
飛
驒
守
惟
久
筆
の
伝
称
が
あ
り
、
惟
久
筆
の
伝
称
が
あ
る
絵
巻
は
、
比
叡
山
と
何

ら
か
の
関
係
が
あ
る
内
容
を
も
っ
て
い
る
と
み
る
意
見
も
あ
る
。
一
遍
と
親
交
が
見
ら
れ
た
山
門
横
川
の
真
縁
上
人
の
存
在
は
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
比
叡
山
（
山
門
）
と
時
衆
の
関
係
は
、
同
様
に
園
城
寺
（
寺
門
）
と
の
関
係
も
含
め
て
、
複
雑
を
極
め
な
か
な
か
明

ら
か
に
な
し
え
な
い
よ
う
だ
が
、
た
と
え
ば
四
条
道
場
金
蓮
寺
は
比
叡
山
の
勢
力
下
に
在
り
、
従
来
園
城
寺
文
化
圏
で
な
さ
れ
た
「
遊

行
上
人
縁
起
絵
」
制
作
が
、
金
蓮
寺
本
に
お
い
て
は
山
門
側
が
関
与
す
る
か
た
ち
で
行
わ
れ
た
と
、
井
並
林
太
郎
氏
は
指
摘
す
る27
。
ま

た
同
氏
は
、
能
筆
家
と
し
て
注
文
に
応
じ
る
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
金
蓮
寺
本
筆
者
に
尊
円
法
親
王
の
名
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
比
叡
山
文
化
圏
の
勢
力
拡
張
に
上
層
貴
族
の
サ
ロ
ン
グ
ル
ー
プ
も
交
わ
り
、
そ
こ
に
は
政
治
的
意
図
も
か
ら
む
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る28
。

　

時
衆
が
力
を
蓄
え
て
い
っ
た
こ
の
時
代
、
井
並
氏
は
拠
点
づ
く
り
の
た
め
の
数
々
の
絵
巻
物
制
作
が
行
わ
れ
た
機
運
を
指
摘
す
る
が
、
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本
絵
巻
は
、
こ
の
時
衆
教
団
拡
張
期
に
、
時
衆
応
援
団
と
も
称
す
る
べ
き
、
時
衆
の
外
護
者
と
し
て
の
貴
顕
、
つ
ま
り
家
や
家
族
、
家

臣
を
捨
て
て
ま
で
の
出
家
は
か
な
わ
な
い
彼
ら
の
誰
か
、
あ
る
い
は
そ
の
サ
ロ
ン
グ
ル
ー
プ
が
制
作
の
主
体
と
な
っ
た
と
考
え
る
。
そ

し
て
、
時
宗
と
文
芸
、
と
く
に
和
歌
と
の
観
点
か
ら
、
彼
ら
に
は
西
行
へ
の
憧
憬
が
あ
り
、
自
ら
は
西
行
の
よ
う
に
妻
子
ら
す
べ
て
を

捨
て
て
出
家
で
き
な
い
と
こ
ろ
を
、
不
留
房
に
仮
託
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

結　

び

　

以
上
の
検
討
で
、
第
一
章
に
お
い
て
は
、
現
在
伝
わ
る
「
破
来
頓
等
絵
巻
」
に
は
二
系
統
あ
り
、
ひ
と
つ
は
重
要
文
化
財
の
徳
川
本

か
ら
大
谷
本
に
連
な
る
系
、
も
う
ひ
と
つ
は
東
博
Ａ
本
と
国
会
図
書
館
本
の
系
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
後
者
に
つ
い
て
、
国
会
図
書
館

本
は
、
東
博
Ａ
本
が
も
と
に
し
た
祐
清
本
と
は
別
の
、
か
つ
て
存
在
し
た
一
本
か
ら
の
転
写
と
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
徳
川
本

と
は
異
系
統
の
模
本
の
存
在
は
、
掛
幅
説
も
あ
る
徳
川
本
の
祖
本
を
考
え
る
う
え
で
、
示
唆
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

第
二
章
で
は
徳
川
本
を
検
討
し
、
本
絵
巻
は
貴
顕
を
対
象
に
、
布
教
や
教
説
理
解
を
は
か
る
た
め
に
制
作
さ
れ
、
そ
の
制
作
主
体
は
時

衆
教
団
内
部
で
は
な
く
、
時
衆
の
外
護
者
と
し
て
の
貴
顕
の
誰
か
、
あ
る
い
は
そ
の
サ
ロ
ン
グ
ル
ー
プ
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
提
示
し

た
。

　

最
後
に
ど
う
し
て
も
不
可
解
で
あ
る
、
徳
川
本
に
お
い
て
の
ち
に
第
三
段
絵
の
名
号
が
消
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

山
本
氏
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
元
あ
っ
た
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
墨
書
が
、
い
わ
ゆ
る
一
遍
流
の
「
行
の
名
号
」
と
い
わ
れ
る
、「
弥
」
の

偏
が
弓
の
よ
う
に
そ
っ
た
時
衆
で
用
い
ら
れ
た
独
特
の
も
の
（
６
頁
図
３
参
照
）
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
書
体
を
嫌
が
っ
た
の
ち
の
所
有

者
に
よ
る
仕
業
と
み
て
い
る29
。
し
か
し
、
名
号
を
消
す
と
は
、
不
遜
極
ま
り
な
い
行
為
の
よ
う
に
思
え
る
。

　

徳
川
本
に
は
伝
世
過
程
の
あ
る
時
期
に
、
最
後
に
後
巻
紙
と
し
て
付
与
さ
れ
た
別
紙
に
「
相
傳
阿
弥
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
阿
弥
に
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よ
る
相
伝
、
つ
ま
り
あ
る
段
階
か
ら
こ
の
絵
巻
は
寄
進
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
時
衆
内
部
に
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、

『
一
遍
上
人
語
録
』
巻
下
二
〇
に
は
、
名
号
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。

名
号
は
青
黄
赤
白
の
色
に
も
あ
ら
ず
、
長
短
方
円
の
形
に
も
あ
ら
ず
。
有
に
も
あ
ら
ず
無
に
も
あ
ら
ず
。（
中　

略
）
唯
声
に
ま
か

せ
て
と
な
ふ
れ
ば
、
無
窮
の
生
死
を
は
な
る
ゝ
言
語
道
断
の
法
な
り
。

　

ま
た
同
四
五
に
は
、

又
云
、
法
照
禅
師
の
云
、「
念
即
無
念
、
声
即
無
声
」
と
。
さ
れ
ば
名
号
は
即
名
号
無
し
。
竜
樹
菩
薩
は
、「
為
衆
説
法
無
名
字
」

と
い
へ
り
。「
無
名
字
」
と
は
是
名
号
な
り30
。

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
不
遜
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
記
述
を
重
ん
じ
た
宗
教
的
動
機
に
よ
っ
て
名
号
は
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
し

か
し
完
璧
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
擦
り
落
と
さ
れ
た
果
て
に
う
っ
す
ら
と
そ
の
痕
跡
を
と
ど
め
る
の
も
、「
声
に
ま
か
せ

て
と
な
え
た
」
証
左
と
考
え
て
お
き
た
い
。

註１ 

徳
川
美
術
館
本
の
先
行
研
究
に
は
「
破
来
頓
等
画
巻
」（『
國
華
』
二
九
一
、
一
九
一
四
年
）、
文
化
庁
編
『
解
説
版　

新
指
定
重
要
文
化
財
』
一　

（
絵
画
一
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
〇
年
）、
山
本
泰
一
「『
破
来
頓
等
絵
巻
』
に
つ
い
て—

時
宗
の
教
義
の
絵
画
化—

」（『
金
鯱
叢
書
』
一
五
、
一

九
八
八
年
）、『
徳
川
美
術
館
名
品
集
１　

絵
巻
』（
徳
川
美
術
館
、
一
九
九
三
年
）、
山
本
泰
一
「
破
来
頓
等
絵
」（『
絵
巻
物
総
覧
』
角
川
書
店
、
一

九
九
五
年
）、
中
村
ひ
の
「「
破
来
頓
等
絵
巻
」
を
よ
む—

「
不
留
房
」
発
心
と
往
生
の
表
現—

」（『「
も
の
」
と
イ
メ
ー
ジ
を
介
し
た
文
化
伝
播
に

関
す
る
研
究—

日
本
中
世
の
文
学
・
絵
巻
か
ら—

平
成
一
九
〜
二
一
年
度　

科
学
研
究
費
基
礎
研
究
（
Ｂ
）
研
究
成
果
報
告
書
』
千
葉
大
学
大
学

院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
、
二
〇
一
〇
年
）、
同
「「
破
来
頓
等
絵
巻
」
研
究—
「
時
宗
絵
画
」
及
び
中
世
物
語
絵
巻
と
し
て
の
文
脈
か
ら—

」（『
鹿

島
美
術
研
究
』
年
報
第
三
〇
号
別
冊
、
二
〇
一
三
年
）、
同
「〈
研
究
ノ
ー
ト
〉「
破
来
頓
等
絵
巻
」
の
身
体—

各
段
に
お
け
る
描
写
に
つ
い
て—

」

（『
千
葉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
』
二
九
四
、
二
〇
一
五
年
）
が
あ
る
。
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２ 

松
原
茂
「
狩
野
晴
川
院
と
絵
巻
」（『
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
三
四
四
、
一
九
七
九
年
）

３ 

前
田
氏
実
は
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
に
山
名
貫
義
の
門
に
入
り
、
三
六
年
に
貫
義
の
弟
、
前
田
貫
業
（
一
八
三
八
〜
？
）
の
養
嗣
子
と
な
る
。

貫
義
も
貫
業
も
「
博
物
館
」（
明
治
二
二
年
に
帝
国
博
物
館
、
三
三
年
に
東
京
帝
室
博
物
館
と
な
る
）
で
模
写
を
し
て
い
た
。
氏
実
に
よ
る
「
春
日

権
現
験
記
絵
巻
模
本
」
ほ
か
の
模
写
も
、
現
在
の
東
京
国
立
博
物
館
や
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
な
ど
に
残
さ
れ
て
い
る
。

４ 

『
東
京
国
立
博
物
館
百
年
史
』（
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
七
三
年
）
に
よ
る
と
、
帝
室
博
物
館
は
関
東
大
震
災
を
期
と
し
て
、
明
治
以
来
再
び
模

写
事
業
に
力
を
入
れ
た
が
、
前
田
氏
実
は
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
に
ま
ず
「
春
日
権
現
絵
巻
」
二
〇
巻
を
中
心
に
な
っ
て
模
写
す
る
な
ど
、

こ
の
時
期
の
絵
巻
模
写
事
業
の
中
核
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

５ 

前
掲
註
１
、
山
本
泰
一
「『
破
来
頓
等
絵
巻
』
に
つ
い
て—

時
宗
の
教
義
の
絵
画
化—

」。
な
お
、
こ
こ
に
は
徳
川
本
一
巻
の
全
図
が
、
モ
ノ
ク
ロ

図
版
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

６ 

前
掲
註
１
、
中
村
ひ
の
「「
破
来
頓
等
絵
巻
」
を
よ
む—

「
不
留
房
」
発
心
と
往
生
の
表
現—

」

７ 

前
掲
註
１
、
山
本
泰
一
「『
破
来
頓
等
絵
巻
』
に
つ
い
て—

時
宗
の
教
義
の
絵
画
化—

」、
お
よ
び
調
査
時
に
閲
覧
し
た
徳
川
美
術
館
の
「
記
録
帳
」

に
よ
る
。

８ 

前
掲
註
１
、
山
本
泰
一
「『
破
来
頓
等
絵
巻
』
に
つ
い
て—

時
宗
の
教
義
の
絵
画
化—

」、
中
村
ひ
の
「「
破
来
頓
等
絵
巻
」
を
よ
む—

「
不
留
房
」

発
心
と
往
生
の
表
現—

」、
同
「「
破
来
頓
等
絵
巻
」
研
究—

「
時
宗
絵
画
」
及
び
中
世
物
語
絵
巻
と
し
て
の
文
脈
か
ら—

」、
同
「〈
研
究
ノ
ー
ト
〉

「
破
来
頓
等
絵
巻
」
の
身
体—

各
段
に
お
け
る
描
写
に
つ
い
て—

」

９ 

前
掲
註
１
、
中
村
ひ
の
「「
破
来
頓
等
絵
巻
」
を
よ
む—

「
不
留
房
」
発
心
と
往
生
の
表
現—

」
に
も
、
こ
の
第
二
段
の
詞
書
が
第
一
段
の
絵
に
対

応
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

10 

前
掲
註
１
、
山
本
泰
一
「『
破
来
頓
等
絵
巻
』
に
つ
い
て—
時
宗
の
教
義
の
絵
画
化—

」。
な
お
筆
者
も
調
査
の
際
に
確
認
し
た
。

11 

前
掲
註
２
、
松
原
茂
「
狩
野
晴
川
院
と
絵
巻
」

12 

前
掲
註
２
、
松
原
茂
「
狩
野
晴
川
院
と
絵
巻
」

13 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
一
巻
の
全
図
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

14 

前
掲
註
１
、
山
本
泰
一
「『
破
来
頓
等
絵
巻
』
に
つ
い
て—

時
宗
の
教
義
の
絵
画
化—

」

15 

前
掲
註
１
、
山
本
泰
一
「『
破
来
頓
等
絵
巻
』
に
つ
い
て—

時
宗
の
教
義
の
絵
画
化—

」

16 

前
掲
註
１
、
山
本
泰
一
「『
破
来
頓
等
絵
巻
』
に
つ
い
て—

時
宗
の
教
義
の
絵
画
化—

」

17 

前
掲
註
１
、
山
本
泰
一
「『
破
来
頓
等
絵
巻
』
に
つ
い
て—

時
宗
の
教
義
の
絵
画
化—
」、
山
本
泰
一
「
破
来
頓
等
絵
」
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18 

橋
本
貴
朗
「
南
北
朝
・
室
町
期
に
お
け
る
世
尊
寺
家
の
書
法
継
承—

絵
巻
物
・
古
筆
切
を
中
心
と
し
て—

」（『
鹿
島
美
術
研
究
』
年
報
第
三
一
号

別
冊
、
二
〇
一
四
年
）、
同
「
中
世
世
尊
寺
家
の
書
法
と
そ
の
周
辺—

「
長
門
切
」
一
葉
の
紹
介
を
兼
ね
て—

」（
松
尾
葦
江
編
『
文
化
現
象
と
し

て
の
源
平
盛
衰
記
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
五
年
）

19 
前
掲
註
18
、
橋
本
貴
朗
「
中
世
世
尊
寺
家
の
書
法
と
そ
の
周
辺—

「
長
門
切
」
一
葉
の
紹
介
を
兼
ね
て—

」

20 

高
岸
輝
『
室
町
絵
巻
の
魔
力
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）
を
は
じ
め
、
同
氏
の
研
究
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

21 

宮
次
男
「
後
三
年
合
戦
絵
巻
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題　

下
」（『
美
術
研
究
』
二
五
四
、
一
九
六
九
年
）、
前
掲
註
１
、
山
本
泰
一
「『
破
来
頓
等

絵
巻
』
に
つ
い
て—

時
宗
の
教
義
の
絵
画
化—

」、
同
「
破
来
頓
等
絵
」

22 

前
掲
註
１
、
山
本
泰
一
「
破
来
頓
等
絵
」

23 

大
橋
俊
雄
校
注
『
一
遍
上
人
語
録　

付　

播
州
法
語
集
』（
岩
波
文
庫
版
、
一
九
八
五
年
）
に
よ
っ
た
。

24 

前
掲
註
１
、
中
村
ひ
の
「「
破
来
頓
等
絵
巻
」
を
よ
む—

「
不
留
房
」
発
心
と
往
生
の
表
現—

」

25 

津
田
徹
英
「
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵　

一
遍
上
人
像
の
画
讃
を
め
ぐ
っ
て
」（『
パ
ラ
ゴ
ー
ネ
』
六
、
二
〇
一
九
年
）

26 

津
田
徹
英
「
詞
書
の
筆
跡
か
ら
み
た
金
蓮
寺
本
『
遊
行
上
人
縁
起
絵
』
の
位
相
」（『
美
術
研
究
』
四
二
三
、
二
〇
一
八
年
）

27 

井
並
林
太
郎
「
一
遍
聖
絵
と
遊
行
上
人
縁
起
絵
」（
京
都
国
立
博
物
館
『
国
宝
一
遍
聖
絵
と
時
宗
の
名
宝
』
図
録
、
二
〇
一
九
年
）

28 

「
研
究
発
表
と
座
談
会　

一
遍
聖
絵
と
遊
行
上
人
縁
起
絵
」
に
お
け
る
井
並
林
太
郎
氏
の
発
言
（
仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念
財
団　
『
研
究
報
告

書
』
四
六
、
四
七
頁
、
二
〇
二
〇
年
）

29 

前
掲
註
１
、
山
本
泰
一
「『
破
来
頓
等
絵
巻
』
に
つ
い
て—

時
宗
の
教
義
の
絵
画
化—

」

30 

註
23
に
同
じ

謝
辞

　

本
稿
成
稿
に
は
、
徳
川
美
術
館
学
芸
部
吉
川
美
穂
氏
、
同
薄
田
大
輔
氏
、
東
京
国
立
博
物
館
土
屋
貴
裕
氏
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
大
谷
大
学
教
授　

日
本
絵
画
史
）

 
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
日
本
中
世
絵
画
史
、
時
衆
、
模
本
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破
来
頓
等
絵
巻
　
詞
書
　
対
照
表

　
　
　
　

  

詞
書
の
改
行
の
位
置
は
徳
川
本
・
大
谷
本
の
と
お
り
と
し
、
東
博
Ａ
本
と
国
会
図
書
館
本
に
つ
い

て
は
、
実
際
の
改
行
位
置
に 

」 

を
記
し
た

徳
川
本
・
大
谷
本

東
博
Ａ
本
・
国
会
図
書
館
本

＊
は
大
谷
本
に
は
筆
写
さ
れ
な
い

〔
第
一
段
〕

倩
以
、
多
佛
出
世
し
給
、
何
我
等
生＊ （
生
・
・
徳
川
本
も
下
端
で
半
分
欠
）

死
乃
為
凡
夫
乎
、
有
其
由
心
憂
飛＊　

 （
飛
・
・
徳
川
本
も
下
端
で
一
部
欠
）

恒
沙
能
功
徳
を
具
し
な
可
羅
、
億
□＊ （
□
・
・
徳
川
本
も
摩
滅
し
見
え
ず
）

万
劫
尓
輪
廻
乃
古
里
尓
有
所
事
、

萬
一
心
を
物
尓
止
ゝ
免
気
留
ゆ
え
也
、

形
登
心
止
は
不
二
な
る
可
遊
へ
尓
、
こ
ゝ
路

物
尓
止
ゝ
満
礼
ハ
可
多
知
毛
又
不
捨
離
、

と
ゝ
ま
留
所
能
心
も
む
奈
し
気
れ
盤
、

心
を
登
ゝ
む
る
万
境
裳
ま
多
無
な
し
、

能
留
心
所
留
境
み
那
已
然
堂
利
、
い

さ
ゝ
羅
は
、
万
事
尓
止
ゝ
満
ら
持
、
心
よ
わ
れ

傍
線
は
東
博
Ａ
本
の
巻
頭
欠
如
部
分

」
は
東
博
Ａ
本
・
国
会
図
書
館
本
の
改
行
位
置

　

 

は
変
体
仮
名
の
字
母
、
お
よ
び
字
体
が
徳
川
本
・
大
谷
本
と
異
な
る

【　
　

】
内
、
徳
川
本
・
大
谷
本
に
あ
る
が
欠
失

〈　
　

〉
内
、
徳
川
本
・
大
谷
本
に
無
い
が
加
え
ら
れ
て
い
る　

《　
　

》
内
、
徳
川
本
・
大
谷
本
と
異
な
る
文
言
、
文
字

〔
第
一
段
〕

倩
以
、
多
佛
出
世
し
給
、
何
我
等
生
」

死
乃
為
凡
夫
乎
、
有
其
由
心
憂
飛
」

恒
沙
能
功
徳
を
具
し
な
可
羅
、
億
□
」

万
劫
尓
輪
廻
乃
古
里
尓
有
所
事
」、

萬
一
心
を
物
尓
止
ゝ
免
気
留
ゆ
え
也
」、

形
登
心
止
は
不
二
な
る
可
遊
へ
尓
、
こ
ゝ
路
」

物
尓
止
ゝ
満
礼
ハ
可
多
ち
毛
又
不
捨
離
、

と
ゝ
」
ま
留
所
能
心
も
む
奈
し
気
れ
盤
、

心
を
登
ゝ
」
む
る
万
境
裳
ま
多
無
な
し
、

能
留
心
所
」
留
境
み
那
已
然
堂
利
、
い

さ
ゝ
羅
は
、
万
事
尓
」
と
ゝ  

ま  

ら
《
須
》、
心
よ  

王  

れ



（國賀）　22

尓
志
多
可
へ
、
穢
土
尓
は
と
ゝ
ま
ら
須
志
て
浄
土

乃
門
尓
踊
入
な
ん
、
何
物
可
わ
れ
を
招

留
、
就
中
、
わ
礼
ら
越
止
ゝ
む
る
者
は
名
聞
能

関
能
戸
加
多
く
と
ち
、
利
養
能
く
る
ゝ
木

を
さ
し
堂
れ
盤
、
有
躰
乃
家
尓
止
ゝ

満
る
を
や
。
い
さ
ゝ
羅
は
と
ゝ
満
ら
し
、

諸
人
等
よ
起
名
尓
毛
と
ゝ
ま
羅
志
、
夢

な
礼
は
有
所
得
尓
も
登
ゝ
ま
ら
し
、
夢

奈
礼
盤
悪
能
名
尓
毛
不
留
、
夢
な
礼
半

智
惠
尓
毛
止
ゝ
満
ら
し
、
夢
奈
礼
ハ
愚
癩

尓
毛
止
ゝ
ま
ら
し
、
ゆ
免
奈
礼
は
さ
と
利
尓

裳
と
ゝ
ま
羅
志
、
夢
な
禮
盤
於
ろ
可
な
る

尓
も
登
ゝ
万
羅
新
、
遊
免
奈
礼
半
妻
尓
も

止
ゝ
満
ら
志
、
久
ひ
か
し
奈
れ
盤
子
尓
毛
登
ゝ

ま
ら
し
、
足
わ
奈
ゝ
れ
ハ
財
も
家
裳
奈
に

毛
か
も
、
王
礼
な
と
ゝ
免
曽
破
来
頓
等
、
こ

路
も
ゝ
袈
裟
毛
破
来
頓
等
、
う
起
身
毛

人
裳
破
来
頓
等
、
わ
可
起
も
於
い
多
る
も
破

来
頓
等
、
上
臈
毛
下
賤
毛
破
来
頓
等
、

本
む
る
毛
曽
志
る
裳
破
来
頓
等
、
法
師
等

飛
と
利
そ
破
来
頓
等
、
き
た
利
し
時
毛
獨

曽
破
来
頓
等
、
さ
る
時
毛
ひ
と
里
曽
破
来

頓
等
、
者
し
免
裳
飛
と
利
曽
破
来
頓
等
、
終

毛
ひ
と
り
そ
破
来
頓
等
、
信
謗
止
も
尓
破
来
頓

等
、
く
川
志
あ
者
勢
帝
破
来
頓
等
、
無
我

尓
志
多
可
へ
、
穢
」
土
尓
は
と
ゝ
ま
ら
須
志
て
浄
土

乃
門
尓
踊
」
入
な
ん
、
何
物
可
《
ゝ
》   

連  

を
招

留
、
就
中
、   

王
連  

ら
」
越
と
ゝ
む
る
者
は
名
聞
能

関
能
戸
加
多
く
」
と
ち
、
利
養
能
く
る
ゝ
木

を
さ
し
堂
れ  

者  

」、
有
躰
乃
家
尓
と
ゝ

満
る
を
や
。
い
さ
ゝ
」
羅
は
と
ゝ
満
ら
し
、

諸
人
等
よ
起
名
」
尓
毛
と
ゝ
ま
羅
志
、
夢

な  

連  

は
【
有
所
得
尓
も
登
ゝ
ま
ら
し
、
夢

奈
礼
盤
】
悪
」
能
名
尓
毛
不
留
、
夢
な  

禮
者  

智
惠
尓
毛
」
と
ゝ
満
ら
し
、
夢  

な
連
は  

愚
癩

尓
毛
と
ゝ
」
ま
ら
し
、   

夢
な
連
ハ  

さ
と
り
尓

裳
と
ゝ
」   

満  

羅
志
、   

遊
女  

な  

れ  

盤
於
ろ
可
な
る

尓
も
登
ゝ
」   

ま
ら
し  

、   

夢
な
禮
者  

妻  

に  

も

と
ゝ
満
ら  

し  

」、
久
ひ
か
し  

な  

れ  

者  

子
尓
毛
登
ゝ

ま
ら
し
」、
足
わ  

那
な  

れ  

者  

財
も
家
裳  

な
尓  

毛  

加  

も
」、  

我  

な
と
ゝ
免  

そ  

破
来
頓
等
、

  

衣
も  

袈
」
裟
毛
破
来
頓
等
、
う  

幾  

身
毛

人
裳
」
破
来
頓  

等  

、   

王  

可  

き  

も  

老  

多
る
も
破

来
頓
」   

等  

、
上
臈
毛
下
賤
毛
破
来
頓  

等  

、

本
む
る
毛
」   

そ  

志
る  

毛  

破
来
頓  

等  

、
法
師
等

飛
と
り
そ
」
破
来
頓
等
、
き  

多  

り
し
時
毛
獨

曽
破
来
頓
等

」、   

去  

時
毛  

獨  

曽
破
来

頓
等
、
者
し
免
裳
飛
」
と
り
曽
破
来
頓
等
、
終

毛
ひ
と
り
そ
破
来
頓
等

」、
信
謗  

共  

尓
破
来
頓

  

等  

、
く
川
志  
合  

帝
破
来
」
頓  

等  

、
無
我



23　（國賀）

尓
な
里
奈
ん
破
来
頓
等
、
魔
郷

尓
は
止
ゝ
満
ら
し
破
来
頓
等
、
か
登

な
き  
朱珠  
乃
者
む
尓
こ
ろ
ふ
曽
、
知
識

奈
利
介
留
破
来
頓
等
、
心
を
者
な
ち
て

破
来
頓
等
、
左
右
能
手
越
者
奈
ち
て
破

来
頓
等
、
人
尓
奈
留
曽
破
来
頓
等
、

南
無
阿
弥
陀
仏
尓
な
れ
や
人
〻

破
来
頓
等

　

免
子
止
も
や
、
多
可
ら
は
我
を
つ
奈
く
曽
と

　

於
も
ひ
志
利
奈
は
な
尓
ゝ
止
満
ら
無

一
遍
聖
能
哥

　

い
に
し
へ
は
心
乃
ま
ゝ
尓
し
多
可
ひ
ぬ

　

心
よ
い
ま
は
王
れ
尓
志
た
可
へ

〔
第
二
段
〕

不
留
房
は
ま
こ
と
に
か
し
こ
介
れ
ハ
、
止
ゝ
満

里
者
川
へ
き
境
界
な
ら
須
と
思
し
里
て
、

よ
路
つ
の
物
尓
止
ゝ
ま
ら
さ
れ
ハ
、
佛
乃
國
ニ

い
利
侍
り
ぬ
、
船
乃
と
も
つ
奈
越
き
利
帝

尓
《
は
と
ゝ
満
ら
し
》
破
来
頓
等
」、
魔
郷

尓
は
と
ゝ
満
ら
し
破
来
頓  

等  

、
か  

と  

」

な
き  

珠  

乃
者
む  

に  

こ
ろ
ふ
曽
、
知
識

  

那
り  

」【
介
留
】
破
来
頓  

等  

、【
心
を
者
な
ち
て

破
来
頓
等
】、
左
右
能
手
越
者  

那  

ち
て
破

来
頓
等
」、
人
尓
奈
留
曽
破
来
頓
等
、

南
無
阿
弥
陀 

佛 

」
尓
な
れ
や
人
【
〻
】

破
来
頓  

等  

」

　

免
子
と
も
や
、   

た  

可
ら
は
我
を  

徒
那  

く
曽
と
」

　

  

お  

も
ひ
志
り
奈
は
な
尓
ゝ
と
満
ら
無

一
遍
聖
能
哥
」

　

い
に
し
へ
は
心  

能  

ま
ゝ  

に
志  

多
可
ひ  

怒  

」

　

  

こ
ゝ
ろ  

よ
い
ま
は
王
れ
尓
志  

多  

可
へ
」

あ
ら
、
を
こ
可
満
し
や
、
於  

の  

礼
ら
越

　

夢  

能  

う
ち
」   

乃  

、   

阿  

多
と
志
ら  

怒
本
と  

　
　

こ
そ
あ  

連  

、
う
多
は
さ
り
怒
」   

遍  

き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
能
犬
可
や
」

　
　
　
　
　
　
　
　

破
来
頓
等
〃
〃
〃
〃
」

〔
第
二
段
〕

不
留
房
は
ま
こ
と
に
か
し
こ
介
れ
ハ
、
止
ゝ
満

里
」
者
川  

遍  

き
境
界
な
ら
須
と
思
し
里
て
、

よ
路  
川  
」
の
物
尓
と
ゝ
ま
ら
さ  

連
は  

、
佛
乃
國
ニ

  

入  

侍  

怒  
」、
船
乃
と
も  

徒
那  

越
き
利  

天  
佛
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こ
氣
は
む
可
ひ
の
岸
尓
つ
く
可
こ
止
し

抑
う
記
世
尓
止
ゝ
満
る
人
は
い
つ
れ
裳

返
ゝ
あ
と
奈
き
極
也
、
無
由
者
、
他
乃
有

を
我
有
と
於
も
ひ
、
虚
偽
の
境
越
常

住
登
思
ふ
也
、
さ
れ
盤
佛
は
か
く
こ
曽
我

等
を
は
、
者
ち
し
免
給
へ

　

於
彼
三
途
怖
畏
中　

不
見
妻
子
及
親
戚

　

車
馬
財
寶
属
他
人　

死
去
無
一
来
相
親

　

唯
有
黒
業
常
随
遂

苦
を
も
て
楽
登
於
も
ひ
、
夢
能
中
越
う
つ
ゝ
止

於
毛
ひ
、
永
苦
を
は
こ
の
ミ
、
一
旦
乃
多
の
し

ミ
越
、
満
こ
と
可
本
尓
者
氣
む
あ
ひ
多
、
生
死

乃
夢
さ
免
か
堂
し
、
こ
乃
ゆ
衣
尓
佛

　

未
得
真
覚
恒
處
夢
中
故
佛
説
為
生
死
長
夜

あ
る
古
哥
云

　

者
可
奈
さ
越
、
を
な
し
あ
多
な
留
夢
能
よ
尓
、

　

ね
ぬ
越
う
つ
ゝ
登
、
な
尓
思
ふ
ら
ん

よ
く
〳
〵
あ
ん
し
て
み
よ
、
迷
乃
前
能
是
非

は
非
是
、
人
中
能
果
報
は
多
ゝ
一
と
し
て

実
な
く
し
て
み
那
空
也
、
こ
れ
を
も
と
む

留
者
、
多
と
へ
は
飢
多
る
鹿
能
霜
越
水
登

あ
や
ま
利
て
も
と
免
可
多
く
、
口
中
む
な
し
く

志
て
、
死
す
る
可
こ
と
し
、
欲
界
能
六
天
、
三

界
四
州
乃
中
、
巳
界
、
有
情
界
、
い
つ
れ

乃
も
の
可
夢
な
ら
さ
留
、
生
あ
る
毛
の
半

こ
氣
は
む
可
ひ  

能  

」
岸
尓  

徒  

く
可
こ
と
し

抑
う  

き  

世
尓
と
ゝ
満
」   

類  

人
は
い
つ  

連  

裳

返
ゝ  

阿  

と  

那
幾  

極
也
、
無
由
」
者
、
他
乃
有

を
我
有
と
於
も
ひ
、
虚
偽
の
境 

を 

」
常

住  

と  

思
ふ
也
、
さ
れ
盤
佛
〈
尓
〉
は
加
く
こ
曽
」
我

等
を
は
、
者
ち
し
免
給
へ
」

　

於
彼
三
途
怖
畏
中　

不
見
妻
子
及
親
戚
」

　

車
馬
財
寶
属
他
人　

死
去
無
一
来
相
親
」

　

唯
有
黒
業
常
随
遂

苦
を
も
て
楽
登
於
も
ひ
、
夢
能
中
越
う
つ
ゝ
と
」

お  

无  

ひ
、
永
苦  

越
者  

こ
の
ミ
、
一
旦
乃  

た  

の
し

ミ  

を  

」、
満
こ
と
可
本
尓
者
氣
む  

阿  

ひ
多
、
生
死

乃
夢
」
さ
免
か  

多  

し
、
こ
乃
ゆ  

え  

尓
佛
」

　

未
得
真
覚
恒
處
夢
中
故
佛
説
為
生
死
長
夜
」

  

有  

古
哥
云
」

　

者
可  

那  

さ
越
、
を
な
し  

阿  

多
な
留
夢
能
よ  

に  

」、

　

  

祢
怒
を  

う
つ
ゝ
登
、
な
尓
思
ふ
ら
ん
」

よ
く
〳
〵
あ
ん
し
て
み
よ
、
迷
乃
前
能
是
非

は
非
」
是
、
人
中
能
果
報
は  

た  

ゝ
一
と
し
て

実
な
く
」   

志
帝  

み
那
空
也
、   

是
越  

も
と
む

留
者
、   

た  

と
へ
は
」
飢
多
る
鹿
能
霜  

を  

水
登

  
阿  
や
ま
利
て
も
と
免
」   

加  

多
く
、
口
中
む
な
し
く

  
し  
て
、
死
す
る
可
こ
と
し
」、
欲
界
能
六
天
、
三

界
四
州
乃
中
、
巳
界
、
有
情
【
界
】」、
い
つ  

連  

乃
も
の
可
夢
な
ら
さ
留
、
生  

阿  

る
毛
の
半
」

を
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あ
利
者
つ
る
奈
し
、
相
逢
も
の
は
か
な
ら
須

別
離
阿
里
、
法
と
し
て
常
な
る
毛
の
奈
し
、

来
し
始
毛
多
ゝ
飛
と
利
、
去
終
も
多
ゝ
ひ
と
利

始
終
日
と
利
な
ら
は
、
中
間
能
友
な
尓
ゝ
か
ハ

世
ん
、
こ
乃
い
堂
つ
ら
こ
と
尓
、
止
ゝ
満
る
人

乃
て
い
多
ら
く
止
者
、
如
斯
、
妻
子
諸
財
寶

身
尓
縛
成
て
、
生
死
尓
止
ゝ
満
利
多
る

躰
を
み
よ

　

懸
網
鳥
歎
高
不
飛　

含
鉤
魚
愁
飢
不
忍

業
能
あ
ミ
尓
か
ゝ
利
、
愛
能
鉤
を
布
く
ミ
多
利
、

こ
礼
を
い
可
ゝ
な
氣
可
さ
ら
ん
、

〔
画
中
詩
〕 

（
・
・
・
徳
川
本
で
は
第
一
段
の
画
中
）

あ
ら
、
を
こ
可
満
し
や
、
於
乃
礼
ら
越

　

夢
の
う
ち
能
、
あ
多
と
志
ら
ぬ
程

　
　

こ
そ
あ
れ
、
う
多
は
さ
り
怒
へ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
能
犬
可
や

　
　
　
　
　
　
　
　

破
来
頓
等
〃
〃
〃
〃

〔
第
三
段
〕

こ
れ
い
可
ゝ
世
ん
〳
〵
、
よ
し
な
記
財
寶
妻
子
ニ

心
を
止
ゝ
免
て
、
な
可
く
流
来
生
死
乃
苦
越

う
氣
ん
よ
利
は
、
か
な
ら
須
〳
〵
、
心
者
可
利
な
利

と
も
、
思
い
川
へ
し
、
但
い
ま
浄
土
門
あ
里
、
幸

尓
法
乃
こ
と
く
厭
離
世
須
と
い
ふ
止
も
、
本
願

あ
利
者
つ
る
奈
し
、
相
逢
も
の
は
か
な
ら
須

別
離
」   

有  

、
法
と
し
て
常
な
る  

物
那  

し
、

来
し
始
毛
」   

唯
獨  

、
去
終
も  

唯
獨  

、

始
終  

飛  

と
利
な
ら  

者  

、
中
」
間
能
友
な
尓
ゝ
か  

盤  

世
ん
、
こ  

能
以
多  

つ
ら
こ
と  

に  

」、
と
ゝ
満
る
人

  

能  

て
い  

た  

ら
く
と
者
、
如
斯
、
妻
子
諸
」
財
寶

身  

耳  

縛
成
て
、
生
死
尓
と
ゝ
満  

里  

多
《
利
》」

躰
を
み
よ
」

　

懸
網
鳥
歎
高
不
飛　

含
鉤
魚
愁
飢
不
忍
」

業
能
あ
ミ  

耳  

か
ゝ  

里  

、
愛
能
鉤
を
布
く
ミ
多
利
」、

こ  

連  

を
い
可
ゝ
な
氣
可
さ
ら
ん
」、

〔
第
三
段
〕

  
古
禮  

い
可
ゝ
世
ん
〳
〵
、
よ
し
な
記
財
寶
妻
子  

に  

」

心
を
と
ゝ
免  

天  

、
な  

加  

く
流
来
生
死  

能  

苦
越

う  
け  
」   

無  

よ
利
は
、
か
な
ら
須
〳
〵
、
心
者
可
利
な  

里  

と
も
、
思
」   

以  

川  

遍  

し
、
但
い
ま
浄
土
門
あ
里
、
幸

尓
法
乃
こ
」
と
く
厭
離
世
須
と
い
ふ
と
も
、
本
願
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を
う
羅
〳
〵
登
、
う
ち
多
の
ミ
堂
て
ま
つ
利
て
、

つ
ね
尓
念
佛
世
は
曽
れ
そ
世
尓
止
ゝ
満
ら

さ
る
人
、
念
〻
稱
名
常
懺
悔
乃
故
也
、

但
、
稱
名
は
一
法
な
利
と
い
へ
と
も
、
又
二
遍
尓

あ
ひ
王
可
る
ゝ
か
多
あ
里
、
安
心
具
能
稱
名
、
安

心
乃
う
へ
能
稱
名
〻
〻
い
ま
多
心
耳
あ
る
時

を
安
心
と
い
ひ
、
古
ゝ
ろ
伊
天
ゝ
、
但
口
稱
な
る

止
こ
路
を
名
号
登
な
つ
く
、
大
経
能
四
十

八
願
乃
中
尓
、
第
十
八
願
文
越
料
簡
す
る
ニ
、

こ
れ
も
安
心
具
能
十
念
歟
、
い
可
む
と
な
礼
ハ

設
我
得
佛
と
説
は
仏
躰
、
十
方
衆
生

登
説
は
機
、
至
心
登
説
ハ
至
誠
心
、
信
樂
と

説
半
深
心
、
欲
生
我
國
と
説
盤
廻
向
發

願
心
、
乃
至
と
説
は
多
よ
利
少
尓
い
堂
留

と
こ
ろ
、
十
念
と
説
盤
一
乃
義
、
不
取
正
覚
と

登衍
カ

説
は
衆
生
往
生
能
義
、
於
者
利
能
不
取

正
覚
と
者
し
免
能
設
我
得
佛
と
首
尾
一

尓
志
て
機
法
一
躰
な
利
、
得
佛
ハ
す
て
尓

正
覚
な
る
、
不
取
正
覚
は
衆
生
決
定
往
生

乃
義
越
あ
ら
者
さ
ん
多
免
奈
利
、
善
導

こ
ゝ
越
の
へ
給
尓
、
安
心
具
能
稱
名
を
は
經

文
耳
ゆ
つ
利
て
、
至
心
と
も
、
信
樂
と
毛
、
欲
生

我
國
と
も
尺
し
給
者
須
、
多
ゝ
南
無
阿
弥
陀
仏

登
と
な
ふ
れ
ハ
、
仏
毛
正
覚
な
利
、
我
等
も
往

生
壽
、
佛
乃
正
覚
な
る
は
我
等
可
往
生
也
、

を
う
羅
〳
〵  

と  

」、
う
ち  

た  

の
ミ
堂
て
ま
つ
利
て
、

つ  

年
に  

念
佛
世
」   

者  

曽
れ
そ
世  

耳  

と
ゝ
満
ら

さ
る
人
、
念
〻
稱
名
常
」
懺
悔
乃
故
也
、

但
、
稱
名
は
一
法
な  

里  【
と
い
へ
と
も
、
又
二
遍
尓

あ
ひ
王
可
る
ゝ
か
多
あ
里
】、
安
心
具
能
」
稱
名
、
安

心  

能  

う
へ  

乃  

稱
名
〻
〻
い
ま
多
心
耳  

有  

」
時

を
安
心
と
い
ひ
、
古
ゝ  

路  

伊
天
ゝ
、
但
口
稱
な
る
」

と
こ  

ろ  

を
名
号  

と  

な  

川  

く
、
大
経
能
四
十

八
願
」
乃
中
尓
、   

㐧
拾  

八
願
文
越
料
簡  

春  

る
ニ
、

こ
れ
も
」
安
心
具
能
十
念
歟
、
い
可
む
と
な  

連
は  

設
我
得
」
佛
と
説
は
【
仏
躰
、
十
方
衆
生

登
説
は
機
、
至
心
登
説
ハ
至
誠
心
、
信
樂
と

説
半
深
心
、
欲
生
我
國
と
説
盤
廻
向
發

願
心
、
乃
至
と
説
は
】
多
よ
利
少
尓  

以  

堂
留

と
こ  

路  

、
十
念
」
と
説
盤
一
乃
義
、
不
取
正
覚
と

説
は
衆
生
」
往
生
能
義
、
於
者  

里  

能
不
取

正
覚
と
者
し
免
能
」
設
我
得
佛
と
首
尾
一

尓
志
て
機
法
一
躰
」
な  

里  

、
得  

仏  

ハ  

春  

て  

に  

正
覚
な
る
、
不
取
正
覚
」   

者  

衆
生
決
定
往
生

乃
義  

を
阿  

ら
者
さ
ん
多  

め  

」   

也  

、
善
導

こ
ゝ  

を  

の
へ
給
尓
、
安
心
具
能
稱
名
を
」   

者  

經

文
耳
ゆ
つ
利
て
、
至
心
と
も
、
信
樂
と
毛
、
欲
」
生

我
國
と
も
尺
し
給
者
須
、   

唯  

南
無
阿
弥
陀
仏
」

登
と
な
ふ
れ
ハ
、
仏
毛
正
覚  

也  

、
我
等
も
往

生  

須  

」、
佛  
能  
正
覚
な
る
は
我
等
可
往
生
也
、
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然
則
、
若
我
成
佛
、
十
方
衆
生
、
稱
我
名
号

下
至
十
聲
、
若
不
生
者
、
不
取
正
覚
、
と
尺

給
、
こ
ゑ
の
な
可
尓
機
法
一
躰
止
な
る
、
名
躰

不
二
乃
こ
と
者
利
、
古
乃
尺
中
尓
あ
留
者
歟
、

然
則
、
諸
人
等
諸
教
能
出
離
耳
、
耳
越
止
ゝ

免
須
、
心
を
も
よ
世
須
、
貴
は
多
と
し
と
於
も
ひ
、
貴

か
ら
壽
は
多
と
可
ら
す
と
於
も
ひ
、
善
悪
越
是
非
す
る

事
那
く
、
又
餘
教
は
志
可
利
、
浄
土
宗
な
礼
ハ

止
て
、
一
流
の
義
尓
止
ゝ
古
本
利
、
三
心
乃
具
、
不

具
越
諭
し
、
機
能
者
氣
ミ
、
者
け
ま
さ
る
越
諭
、

罪
能
多
少
越
な
氣
き
、
破
戒
持
戒
越
あ
ら
曽

ひ
、
智
恵
乃
有
無
を
立
し
、
如
此
乃
万
事
、
名

号
乃
本
可
に
、
か
れ
こ
曽
よ
氣
れ
、
こ
礼
古
曽
よ
氣

れ
止
者
可
ら
ひ
、
論
言
す
る
事
ハ
、
多
と
ひ
浄
土
能

渕
底
越
き
者
免
、
善
導
能
疏
尺
越
横
竪
無

碍
尓
よ
ミ
、
尺
と
い
ふ
止
も
、
能
讃
門
乃
智
者
、

思
量
分
別
の
人
な
利
、
凡
多
ゝ
、
す
へ
可
ら
く
正

道
浄
土
能
二
門
乃
智
恵
越
者
奈
れ
、
多
ゝ
南

無
阿
弥
陀
佛
と
聲
越
い
多
世
は
、
き
く
こ
ゑ

は
、
名
号
堂
の
ミ
多
て
ま
つ
る
、
西
方
能
阿
弥
陀

半
佛
躰
二衍

カ

尓
尓
多
利
と
い
へ
と
も
、
名
す
奈

者
ち
躰
也
、
躰
す
奈
者
ち
名
也
、
名
躰
不
二
尓

志
て
万
法
成
す
る
越
、
人
法
並
彰
と
善
導
も

尺
し
給
也
、
然
則
、
形
ハ
娑
婆
尓
止
ゝ
ま
る
ニ
、　　
　
　

★

尓
多
利
と
い
へ
と
も
、
本
願
を
う
ち
多
の
ミ
堂
て

然
則
、
若
」
我
成
佛
、
十
方
衆
生
、
稱
我
名
号

下
至
十
」
聲
、   

い
つ
れ  

不
生
者
、
不
取
正
覚
、
と
尺

給
、
こ
」
ゑ
の  

中
に  

機
法
一
躰
止
な
《
り
》、
名
躰

不
二  

能  

」
こ
と
者
利
、
古  

能  

尺
中
尓  

阿  

留
者
歟
、

然
則
、
諸
人
」
等
諸
教
能
出
離
耳
、
耳  

を  

止
ゝ

免
須
、
心
を
も
」
よ
世
須
、
貴
は  

た  

と
し
と
於
も
ひ
、
貴

か
ら  

春
盤
た  

」
と  

加  

ら  

須  

と
於
も
ひ
、
善
悪
越
是
非
す
る

事
那
く
」、
又
餘
教
〈
能
〉
は
志
可
利
、
浄
土
宗
な
礼
ハ

止
て
、
一
」
流
の
義
尓
止
ゝ  

こ  

本
り
、
三
心  

能  

具
、
不

具
越
諭
し
」、
機
能
者
氣
ミ
、
者
け
ま
さ
る
越
諭
、

罪
能
多
少
」   

を  

な
氣  

幾  

、
破
戒
持
戒
越  

阿  

ら
曽

ひ
、   

知  

恵
」
乃
有
無
を
立
し
、
如
此  

能  

万
事
、
名

号  

能  

本
」
可
に
、   

加
連  【
こ
】
曽
よ
氣
れ
、
こ
礼  

こ
楚  

よ
氣

  

連  

止
者
可
ら
」
ひ
、
論
言
す
る
事
ハ
、
多
と
ひ
浄
土
能

渕
底
」
越
き
者
免
、
善
導
能
疏
尺
越
横
竪
無

  

㝵  

」   

に
讀  

、
尺
と
い
ふ
止
も
、
能
讃
門
乃
智
者
、

思
量
」
分
別  

能  

人
な
利
、
凡  

た  

ゝ
、   

春  

へ
可
ら
く
正

道
浄
土
」   

乃  

二
門
乃
智
恵
越
者
奈
れ
、
多
ゝ
南

無
阿
弥
陀
」
佛
と
聲
越
い
多
世
は
、
き
く
こ
ゑ

は
、
名
号  

た  

の
ミ
」   

奉  

る
、
西
方
能
阿
弥
陀

半
佛
躰
二衍

カ  

に  

尓
多
利
」
と
い
へ
と
も
、
名
す  

那  
者
ち
躰
也
、
躰
す
奈
者
ち
」
名
也
、
名
躰
不
二
ニ

志  
帝  
万
法
成
す
る  

を  

、
人
」
法
並
彰
と
善
導
も

尺
し
給
〈
ふ
〉
也
、
然
則
」、
形  

盤  

娑
婆  

に  

止
ゝ
ま
る
ニ
、
★

尓
多
利
と
い
へ
と
も
、
本
」
願
を
う
ち  

た  

の
ミ
堂
て

ニ
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ま
つ
利
て
、
名
号
越
唱
は
、
娑
婆
越
い
て
堂
る
人
、

姿
は
凡
夫
に
し
て
、
妻
子
越
帯
多
利
止
も
、
名
号
越

唱
ハ
佛
也
、
こ
の
本
可
尓
佛
あ
る
こ
と
奈
し
、

〔
第
四
段
〕

名
号
の
本
可
尓
臨
終
さ
多
す
る
事
奈
可
連
、

名
号
す
奈
者
ち
臨
終
也
、
名
号
の
本
可
尓
起

行
も
奈
し
、
安
心
毛
な
新
、
四
修
五
念
、
名
号
能

〔
消
去
〕

乃
ほ
可
尓
な
し
、
堂
ゝ
目
越
止
ち
、
掌
越
あ

者
勢
、
南
无
阿
弥
陀
佛
と
止
な
へ
井
多
ら
は
、

こ
乃
名
号
、
虚
空
尓
遍
満
し
て
、
正
報
と
奈

里
て
、
寶
蓮
臺
越
さ
ゝ
け
、
乃
至
廿
五
菩
薩

聲
聞
衆
と
も
出
現
し
、
教
主
阿
弥
陀
佛
止
も

出
現
し
、
大
光
明
を
者
奈
ち
て
は
機
越
て

ら
須
、
曽
乃
日
可
利
、
す
な
者
ち
名
号
也
、
か
る
可

ゆ
え
耳
善
導
尺
し
て
の
多
満
者
く
、
然
弥
陀

世
尊
本
發
深
重
誓
願
以
光
明
名
号
接
化

十
方
云
ゝ
、
依
報
と
あ
ら
者
る
ゝ
時
ハ
、
水
鳥
樹

林
と
な
利
て
、
妙
法
を
さ
へ
徒
利
、
鳬
雁
鴛
鴦

登
奈
利
帝
は
衣
能
す
曽
耳
志
多
可
ふ
、
な
い
し

寶
樹
寶
池
宮
殿
楼
閣
止
、
多
可
ひ
耳
映
徴

す
る
等
、
な
ん
曽
依
報
乃
光
明
、
赫
奕
多
る
を
や

鳥
能
妙
法
を
さ
へ
川
る
、
名
号
変
作
の
法
尓

あ
ら
須
盤
、
な
尓
ゝ
よ
利
て
可
、
か
く
能
ご
止
く
な
ら
ん

人
法
並
彰
故
、
名
阿
弥
陀
仏
、
こ
乃
尺
満
こ
と

ま
つ
利
て
、
名
号
越
」
唱
は
、
娑
婆  

を  

い
て
堂
る
人
、

姿  

ハ  

凡
夫  

尓  

し
て
」、
妻
子
越
帯  

た  

利
止
も
、
名
号  

を  

唱
ハ
佛
也
」、
こ
の
本
可
尓
佛
あ
る
こ
と  

那  

し
、

〔
第
四
段
〕

名
号
の
本
可  

に  

臨
終
さ
多
す
る
事
奈
可
連
、

名
」
号
す  

那  

者
ち
臨
終
也
、
名
号
の
本
可  

に  

起

行
」
も  

那  

し
、
安
心
毛
な
新
、
四
修
五
念
、
名
号  

乃  

」

乃〔
衍
カ
〕

  

本  

可  

に
那  

し
、   

唯  

目
越
と
ち
、
掌
越  

阿  

者
勢
」、
南  

無  

阿
弥
陀  

仏  

と
と
な
へ
井  

た  

ら  

者  

、

こ
乃
名
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号
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空  

に  
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し
て
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て
」、
寶
蓮
臺
越
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け
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廿
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薩
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聞
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と
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現
し
、
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阿
弥
陀  

仏  

と
も

出
現
」
し
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光
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ハ  

ち
名
号
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可

ゆ
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善
」
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し
て
の
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く
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然
弥
陀

世
尊
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深
重
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願
以
光
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名
号
接
化

十
」
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〻
〻
、
依
報
と  

阿  

ら
者
る
ゝ
時
ハ
、
水
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樹

林
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」
な  
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て
、
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を
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利
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を
〉
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す
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い
し
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等
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光
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る
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農  
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盤
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な
尓
ゝ
よ
り
て
可
、
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く
能
こ
と
く
」
な
ら
ん

人
法
並
彰
故
、
名
阿
弥
陀
仏
〈
と
〉、
こ
乃
尺
」
満
こ
と

〻
〻
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な
る
可
那
、
仰
て
信
壽
へ
し
、
名
号
の
本
可
耳

余
業
な
し
と
い
ふ
事
越
、
無
疑
無
慮
、
乗
彼
願
力
、

定
得
往
生
あ
へ
て
思
量
す
る
事
な
可
礼
、

南
無
阿
弥
陀
佛
〻
〻
〻
〻
〻
〻

 

相
傳
阿
弥

な
る
可
那
、
仰
て
信  

春  

へ
し
、
名
号  

能  

」
本
可  

に  

余
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し
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事
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す
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、
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〻
〻
〻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
傳
阿
弥
】
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大谷大学博物館蔵「破来頓等絵巻」法量表
計測箇所 法量（cm） 種別 備考

題箋 縦16.6×横3.5 「破来頓〻物語」
切箔、金泥による打雲文様か

表紙 縦35.3×横41.3 縹色綾織地雲渦に鳥文
見返し 縦35.2×横40.7 紙本切箔散し
本紙縦 35.2
第１紙横 44.8

詞
第２紙横 8.0
第３紙横 33.7
第４紙横 33.7
第５紙横 31.5
第６紙横 36.4

絵

第７紙横 25.1
第８紙横 27.3
第９紙横 27.5
第10紙横 27.5
第11紙横 25.3
第12紙横 21.0
第13紙横 29.2

詞

第14紙横 33.7
第15紙横 33.7
第16紙横 33.7
第17紙横 4.0
第18紙横 21.1
第19紙横 24.0

絵第20紙横 27.5
第21紙横 32.2
第22紙横 23.7
第23紙横 30.0

詞

第24紙横 33.7
第25紙横 33.7
第26紙横 33.7
第27紙横 30.5
第28紙横 5.9
第29紙横 33.1
第30紙横 25.2

絵
第31紙横 27.2
第32紙横 27.5
第33紙横 27.4
第34紙横 23.3
第35紙横 8.9

詞第36紙横 15.0
第37紙横 33.6
第38紙横 33.7
奥 縦35.2×横10.7
軸端径 2.5 象牙製、印可
軸長 37.3



31　（國賀）

図８、大谷本　収納箱

 図９、大谷本　第二段　（部分）
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第四段　三行目末尾　拡大図






